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2-3 部長　松下  正（教授）検査部

医師および臨床検査技師で組織構成され、高度先進医療を担う大学病院にふさわ
しい検査部として最先端医療を支え、臨床側からの要望に柔軟に対応し、患者の
救命に必要な検査を昼夜を問わず、迅速に提供することを目標としています。

より安全で良質な診療支援のためにさらなる向上を目指す

時間外（夜間・休祝日）も、平日の日勤帯と全く
同様の検査依頼を受け付けており、特殊検査や外
注検査を除くすべての検査のリアルタイム（迅
速）報告を行っています。入院患者の回診前検査
結果報告および外来患者の診察前検査結果報告を
心掛け、また、生理機能検査は安全で良質な医療
サービスを提供しています。2009年５月から中央
採血室の開始時刻を30分早めて午前８時から開始
し、患者の採血待ち時間の短縮化を図っていま
す。

一般検査、血液検査、臨床化学検査、免疫・血清
検査、遺伝子検査、微生物検査などの検体検査の
ほか、循環生理検査、呼吸生理検査、神経生理検
査などの生理機能検査を実施しています。

国際的に標準化された臨床検査法を導入し、かつ精度の高い大型の自動分析装置で正確な
検査結果を迅速に臨床側に報告しています。また、生理機能検査室では高性能な最新の
医療機器を用いて患者に安全で良質な医療を提供しています。

より良質な医療を患者へ提供すること
こそが、当部の最大の責務と考え、さ
らなる向上を目指し、2009年度に
ISO15189認定（「臨床検査室－品質と
能力に関する特定要求事項」を充たし
た検査室に与えられる認定）を取得し
ました。
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部長　安藤  久實（教授）手術部

大学病院として求められる高度かつ先進的な手術医療を、十分な安全性を確保
した上で、快適な環境下で行います。

安全性を確保しつつ、高度で先進的な手術医療を手掛ける

８時半から18時まで、週５日間ほぼ常時11例以上の全身麻酔下の手術と、数例の局所麻
酔下の手術を同時に行えるだけの人員を確保しています。もちろん、夜間や休日の緊急
手術にも常に対応可能な体制をとっています。スタッフは、当部教員４名に加えて、麻
酔科教員20名、看護師55名、看護助手４名、その他外注職員などから構成されていま
す。

心臓移植などの一部特別な手術を除く、ほとんどありとあらゆる種類の手術を行っていま
す。大学病院の特徴である高度で先進的
な手術に加え、最近では地域のニーズに
応えたより一般的な内容の手術も増えて
きています。

手術中にMRIを撮影して、腫瘍の残存が
確認できるような設備や、手術中に手術
室内で放射線照射ができる設備などがあ
ります。また、近年増加してきている各
種内視鏡下手術にも対応した手術室を複
数用意しています。

手術件数は年々増加してきており、
2010年度は約7,550件、2011年度は約
7,750件の手術を施行しています。

術中のMRI撮影の設備や、術中照射の設
備は良好に稼動しています。また、内視
鏡手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」を
2010年３月に導入しました。2010年５
月には、「ダ・ヴィンチ」を使用した第
１例目の手術が施行されました。
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